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【
固
定
資
産
税
】　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

関
係
交
付
金
が
対
前
年
度
比
で
、
約

４
２
０
７
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
志
布
志
備
蓄
基
地
関
係
の
償

却
資
産
分
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
】　

令
和
６
年
度
の

当
初
予
算
は
10
億
円
で
し
た
が
、
年

度
末
の
実
績
で
９
億
１
０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
今
回
の
当
初
予
算
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
を
昨
年
同
様
の

10
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

町
税
関
係

寄
附
金

　令和７年第１回定例会は、３月７日から３月18日
までの12日間の会期で開きました。
　今定例会では、当初予算６件、単行議案７件等
を審議しました。（議案等に対する議員の賛否状況
はP.6～7に掲載）
　また、一般質問には８人の議員が執行部に質問を
行いました。（関連記事P.8～16）

　一般会計当初予算は74億4300万円（対前年度比
約11億円増、13％増）です。主な事業や施策につい
ては、P.４～P.５に掲載しています。なお、一般
会計当初予算は賛成多数で可決しました。
　歳入・歳出のあらましは、次のとおりです。

まちの取り組み

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

町税の内訳
区　分 金　額 対前年度比

町民税 １億9648万円 2460万増

個人 １億7684万円 2460万増

法人 1964万円 －

固定資産税 ５億4390万円 4228万増
志布志石油
備蓄基地分 ３億521万円 4207万増

軽自動車税 3002万円 45万　

種別割 2918万円 45万　

環境性能割 84万円 －

町たばこ税 4200万円 －

ピックアップピックアップ

―― ３月議会 ―― ３月議会 当初予算当初予算 ――――

歳
入
増
減
の
要
因

（
自
主
財
源
）

ｐａｒｔ１

過去５年度の「ふるさと納税」
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（億円）

（令和７年３月見込）（令和７年３月見込）
Ｒ２年Ｒ２年 Ｒ４年Ｒ４年 Ｒ５年Ｒ５年Ｒ３年Ｒ３年

11億
7000万円
11億
7000万円

９億
1000万円
９億
1000万円

８億
9501万円
８億
9501万円

17億711万円17億711万円

11億
3137万円
11億
3137万円

Ｒ６年Ｒ６年

地方消費税等
２億1276万円
（2.9％）

町税
８億1242万円
（10.9％）

自　　 　 　
　主  　 　

　財　 
   源

　　（39.1％）

依　　 　 　
存   　　 　
財    　　 
 源   　

　　（60.9％）

繰入金
９億3006万円
（12.5％）

寄附金
10億円
（13.4％）

地方交付税
17億5000万円
（23.5％）

町債（借入金）
12億6310万円
（17.0％）

県支出金
５億5767万円
（7.5％）

国庫支出金
７億5256万円
（10.0％）

分担金・使用料等
１億6439万円
（2.2％）

ふるさと
納税など

歳  入
74億

4300万円

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金

町の
貯金から
出すお金

使いみちの
決まっている各事業
（農業や福祉など）への
補助金
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令和７年令和７年
３３月議会月議会

　
依
存
財
源
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
本
年
度
は
17
億
５
０�

０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
２
０
０
０�

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
前
年
度
比
で
過
疎
対
策
事
業
債

が
４
億
３
４
１
０
万
円
の
増
と
な
り
、

全
体
で
５
億
７
３
２
５
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
前
年
度
比
で
、
約
５
９
６
９
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理

由
は
、
公
立
学
校
情
報
機
器
等
整
備

事
業
県
補
助
金
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
排
水
等
対
策
事
業
補
助
金
等
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

対
前
年
度
比
で
、
１
億
２
１
６
７�

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

理
由
は
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
事
業
国
庫
補
助
金
、
児
童
手
当
国

庫
負
担
金
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支

援
補
助
金
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
使
い
み
ち
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
で
す
。

地
方
交
付
税

町
債
（
町
の
借
入
金
）

県
支
出
金

国
庫
支
出
金

予算で見る

特別会計当初予算額

国民健康保険会計
１０億９０９７万円

介護保険会計（保険事業勘定）
９億７１３０万円

介護保険会計（サービス事業勘定）
１２万円

後期高齢者医療会計
１億２０４４万円

（単位：千円以下切り捨て）

水道事業会計当初予算額

収　入 支　出
収益的 １億４２０３万円 １億４２４４万円

資本的 － ９３０８万円

（単位：千円以下切り捨て）

歳
入
増
減
の
要
因

（
依
存
財
源
）

ｐａｒｔ2

民生費
15億5648万円
（20.91％）

総務費
8億730万円
（10.85％）

農林水産業費
６億3574万円
（8.54％）

土木費
３億1347万円
（4.21％）

公債費
（借入の返済）
７億1022万円
（9.54％）

商工費
11億2967万円
（15.18％）

教育費
15億8907万円
（21.35％）

消防費
２億5877万円
（3.48％）

衛生費
３億7084万円
（4.98％）

その他
7139万円
（0.96％）

歳  出
74億

4300万円

給食センター新築工
事、給食調理・配送
業務委託、教材備品
購入などに使うお金

農林業センサス
調査、デジタル
改革委託、
県知事選挙など
に使うお金

高齢者福祉センター・
福祉バス修繕、児童手当、
障害児給付、医療費給付、
敬老年金などに使うお金

ふるさと納税返礼品等関連経費、
全天候型室内遊具整備、公園管
理などに使うお金

営農対策、
岩弘ほ場整備などに
使うお金

健診、
子ども医療費助成、
ゴミ収集業務など
に使うお金
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1,700万円

　耐用年数は８年だが、有機堆肥センター
で使用しているホイールローダーは購入後
22年経過しており、故障や消耗度が激しい
ため、最新のものに更新します。

ホイールローダーを更新 1億2,000万円

　施設利用者及び町民の利便性向上を図るため、東串良
町畜産センター北側の駐車場内に防災機能を兼ね備えた
公衆トイレを新築するものです。

公衆トイレ新築工事

笑顔あふれる
まちづくり

7,660万円

　公共施設を集約した複合施設の測量設計管理（基本設
計等、建設敷地測量）と建設予定地地質調査を行います。

複合施設測量設計管理・
地質調査を業務委託

―― ３月議会 ―― ３月議会 ７年度当初予算７年度当初予算 ――――

こどもに夢を
若者にロマンを
お年寄りに愛を
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地方公共団体 民間企業 

地域活性化企業人 
1億2,651万円1,120万円

　石油貯蔵施設立地対策等交付金を活用し、事業
を進めます。

　東串良町の魅力を発信し、ゼロから創り上げる
地域創生等関係人口の創出や移住対策等のミッ
ションを牽引する人材として、町の戦略的な施策
の展開につながる取り組みに寄与することを目的
とします。

豊栄馬越線改良舗装事業地域活性化企業人負担金

　
　
現
在
、町
に
ど
の
く
ら
い
の
借
金
が
あ
っ
て
、

ど
の
く
ら
い
の
基
金
が
あ
る
の
か
。

　
　

公
債
費（
借
金
）
の
残
高
は
、
約
58
億
円
。

そ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
16
億
円
。
こ
れ

は
１
０
０
％
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
の
で
、
公
債

費
は
、
差
引
実
質
42
億
円
の
残
高
で
あ
る
。

　
基
金
は
、
令
和
５
年
度
末
で
48
億
円
。
借
金
が

42
億
円
、
基
金
が
48
億
円
、
基
金
が
６
億
円
多
い
。

当
初
予
算
へ
の

民
意
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い

（
瀨
戸
山
）

　

住
民
本
位
の
民
意
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
無
駄
金
で
あ
り
、
お
金
を
ド
ブ
に
捨
て
る
よ
う

な
こ
と
だ
。

大
切
な
予
算
が

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る

（
上
園
）

　
妊
婦
の
方
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
ま
で
の
予
算
、

例
え
ば
福
祉
に
対
す
る
予
算
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。 質

疑
問答

討 

論

反対賛成

教
育
委
員
に
馬
渡
氏
を
決
定

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に
委
員
を
任
命
す
る

も
の
で
す
。

馬
まわたり

渡 英
ひであき

明さん（62）

―― ３月議会 ―― ３月議会 ７年度当初予算 ７年度当初予算 ――――

こ
れ
な
に
？

　

議
会
用
語
ミ
ニ
辞
典

■
条
例
（
じ
ょ
う
れ
い
）

　
市
や
町
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
合
っ

た
ル
ー
ル
を
定
め
る
た
め
に
つ
く
る
「
地

域
の
法
律
」
の
よ
う
な
も
の
。
た
と
え
ば

「
ゴ
ミ
の
分
別
ル
ー
ル
」
や
「
補
助
金
の

制
度
」
な
ど
は
条
例
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

■
一
般
質
問
（
い
っ
ぱ
ん
し
つ
も
ん
）

　
議
員
が
町
長
な
ど
に
対
し
て
、
行
政
の

取
り
組
み
や
市
の
課
題
に
つ
い
て
自
由

に
質
問
す
る
時
間
で
す
。
町
民
の
声
を
も

と
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
議
会
の
中

で
も
注
目
さ
れ
る
場
面
で
す
。
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（備考：○…賛成　×…反対　ー…表決権なし）

件　　名

賛否の意思表示

議決結果上
　
池

小
　
川

児
　
玉

瀨
戸
山

牧
　
原

西
　
園

前
　
田

上
　
園

宮
　
地

田
之
畑

条　　例

東串良町行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例【一部改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  法律の改正及びシステム移行に伴い、所要の規定の整備を行いました。

東串良町特別職の職員の諸給与に関する条例及
び議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例【一部改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  人事院勧告により、町長等や議員の期末手当支給率を0.1月分（1.625→1.725月）引き上げ
ました。また、令和７年６月分の期末手当から昨年12月の期末手当引上げ相当額を調整します。

東串良町職員の給与に関する条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  人事院勧告に基づき、国が給料表及び期末勤勉手当の支給割合、扶養手当等の諸手当の支
給について見直しを行ったことに伴い、関係条例の一部を改正しました。

職員の育児休業等に関する条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支
援対策推進法の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例の一部を改正しました。

職員の勤務時間、休暇等に関する条例【一部改
正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  改正内容は上と同じ。

東串良町職員旅費支給条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  移転料について、国家公務員の支給額と差異が生じているため、条例の一部を改正しました。

東串良町重度心身障害者医療費助成条例【一部
改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  マイナ保険証への移行により医療保険資格情報の確認方法変更に伴い条例の一部を改正しま
した。

東串良町利子補給条例等【条例廃止】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  関係条例を精査した結果、不要となった条例を廃止するため。

人　　事

教育委員会委員の任命（馬渡　英明氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同 意

固定資産評価審査委員会委員の選任（櫛下　昭
男氏）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同 意

議案等に対する
議員の賛否状況

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。

表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。

※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

３月議会
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議会のユーチューブ配信始めました！

◀�ホームページ�
二次元コード

●�閲覧できる期間は、およそ１年です。

●閲覧方法について、２パターンお知らせします。東串良町議会チャンネル名

その①
右の二次元コードから
東串良町ホームページの
「一般質問の録画配信」の
ページへアクセスする

▼

質問議員の「外部リンク」を
クリックする。

その②

「YouTubeで開く」を
タップする。

二次元コードにかざす

スマートフォンのカメラを起動

本誌９～ 16ページ掲載の
各議員の二次元コードから

アクセスする

▼

▼

▼

件　　名

賛否の意思表示

議決結果上
　
池

小
　
川

児
　
玉

瀨
戸
山

牧
　
原

西
　
園

前
　
田

上
　
園

宮
　
地

田
之
畑

令和６年度
補正予算

一般会計（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  各種事業費確定により、6,171万円を減額し、総額72憶3,120万円としました。

国民健康保険特別会計（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計（第５
号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

後期高齢者医療特別会計（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

令和７年度
当初予算

一般会計 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

国民健康保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決
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町
政
を
問
う

一 般 質 問
一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般に�
わたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁を�
あわせて１人 60分以内となっています。

前田　隆（12ページ）
⃝�淘汰事業補助金支給時期の改
正は
⃝�パドック牛舎の補助　他

児玉　勇治（11ページ）
⃝�自己治癒コンクリートとは
⃝�公営塾の目的は

瀨戸山　譲一（16ページ）
⃝�複合施設は民意に従うべきで
はないか

上池　勝彦（15ページ）
⃝�南海トラフ巨大地震の最大規
模は
⃝�人口減少率は　

小川　香織（10ページ）
⃝�本町における観光事業の意
義・目的
⃝敬老祝い金給付事業　他

牧原　完治（９ページ）
⃝�農業振興（露地野菜）
⃝�川東地区のほ場整備の概要は

宮地　利雄（14ページ）
⃝�本町の訪問介護の施設状況は
⃝�マイナンバーカードの保有率
は

上園　ミキ（13ページ）
⃝�早急に解決すべき諸問題とは
⃝�空き家バンクの登録数は

※�掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、東串良町議会広報広聴常任委員
会が編集したものです。

8Ｒ７. ５.12 発行（No.165）



　
　
　
　
甘
藷
作
の
労
力
軽
減
と

耕
作
面
積
拡
大
の
為
、
甘
藷
収
穫

機
の
補
助
事
業
は
な
い
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

総
合
甘
藷
収
穫
機
械
の

導
入
に
関
す
る
補
助
事
業
に
つ
い

て
は
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

や
鹿
児
島
農
業
未
来
創
造
支
援
事

業
、
畑
作
物
産
地
生
産
体
制
確
立

強
化
緊
急
対
策
事
業
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
目
的
や
条
件

が
異
な
る
の
で
、
実
施
を
希
望
す

る
場
合
は
、
農
林
水
産
課
ま
で
相

談
い
た
だ
き
た
い
。

　
事
業
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
毎

年
６
月
頃
に
次
年
度
の
実
施
要
望

を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

実
施
要
望
の
段
階
で
、
計
画
概
要

や
事
業
費
な
ど
を
協
議
す
る
必
要

も
あ
る
た
め
、
繰
り
返
し
に
な
る

牧 

原
町 

長

が
、
事
業
実
施
の
希
望
が
あ
る
場

合
は
、
お
早
め
に
相
談
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

�

川
東
地
区
の
ほ
場
整
備

の
概
要
は

　
　

�

地
区
選
定
を
協
議
し
、

北
側
よ
り
実
施
予
定
。

　
　
　
　

川
東
地
区
ほ
場
整
備
の

概
要
と
何
年
度
着
工
を
目
指
し
て

い
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

ほ
場
整
備
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
受
益
面
積
や
担
い

手
へ
の
一
定
以
上
の
農
地
利
用
集

積
等
の
要
件
が
あ
る
が
、
ま
ず
事

業
実
施
に
向
け
て
、
ほ
場
整
備
を

推
進
す
る
方
々
に
よ
る
同
意
の
収

集
や
実
現
可
能
な
担
い
手
へ
の
集

積
計
画
の
作
成
等
の
条
件
整
備
に

向
け
た
取
組
が
必
要
と
な
る
の
で
、

地
域
全
体
で
ほ
場
整
備
を
実
施
す

る
と
い
う
機
運
の
高
ま
り
が
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
現
在
、
川
東
地
区
の
圃
場
整
備

に
つ
い
て
は
、
地
元
推
進
に
よ
る

仮
同
意
取
得
に
よ
り
地
元
要
望
が

示
さ
れ
、
地
区
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
地
元
推
進
員
と
協
議
し
、
北

側
よ
り
実
施
す
る
予
定
だ
。
本
年

度
は
、
県
単
独
事
業
で
事
業
計
画
、

牧 

原
町 

長

Ｑ．
Ａ．甘藷収穫機械の導入補助事業は主に３つ。

農業振興（露地野菜）
YouTubeYouTube

牧
まき
原
はら
　完
かん
治
じ
 議員

樹
立
地
区
調
査
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
着
工
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
受

益
者
の
同
意
、
地
域
の
合
意
形
成
、

そ
し
て
農
用
地
の
集
団
化
の
事
業

な
ど
条
件
が
整
い
次
第
で
は
あ
る

が
、
令
和
10
年
度
の
事
業
採
択
、

令
和
12
年
度
の
着
工
を
目
指
し
て

い
る
。

甘藷収穫機甘藷収穫機

　６月議会は、５日の開会を予定しています。
　１階ロビーのテレビでも議会中継をご覧になれます。
　町政を知る良い機会ですので、役場へお越しの際は、
ご覧ください。
※�本会議については、防災無線でお知らせします。

６６月議会のお知らせ月議会のお知らせ
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施
政
方
針
の
観
光
事
業

は
関
係
人
口
や
Ｐ
Ｒ
に
視
点
が
行
き

住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
が
不
足
し
て
い
な

い
か
。
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
予
算
効
果
の
評
価
が
な
さ

れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
町
長
答
弁

「
そ
れ
な
り
に
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
」

の
そ
れ
な
り
の
評
価
で
事
業
を
進

め
て
も
ら
う
の
は
困
る
。
見
え
る
形

で
評
価
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町
内

出
店
社
は
出
店
料
免
除
や
減
額
、

又
地
元
活
動
団
体
の
参
加
や
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
へ
の
声
か
け
等
、

様
々
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
東

串
良
の
Ｐ
Ｒ
を
行
え
る
。
又
、
小
規

模
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
開
催
補
助
支
援

も
重
要
だ
と
思
う
。
ひ
っ
と
べ
館
で

行
う
イ
ベ
ン
ト
、
青
年
団
や
地
元
有

志
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援

に
も
重
点
を
置
い
て
町
と
し
て
支
援

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
町
長

の
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　

議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

と
お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
も
町
内

の
方
々
も
少
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、

テ
レ
ビ
で
放
映
実
況
を
中
継
さ
れ

て
い
る
の
で
、
町
内
の
方
は
テ
レ
ビ

で
見
て
い
る
。
観
光
に
つ
な
が
る
町

外
の
方
々
が
来
て
こ
そ
観
光
で
あ
る
。

　
　
　
　
町
内
で
せ
っ
か
く
行
わ

れ
た
の
ど
自
慢
大
会
を
テ
レ
ビ
で

見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
町
内

で
行
わ
れ
た
意
義
と
い
う
の
は
あ
っ

た
の
か
。
町
の
限
り
あ
る
財
源
の
税

金
を
投
じ
る
な
ら
、
き
ち
ん
と
目
的

を
持
っ
て
、
町
内
住
民
が
効
果
を
き

ち
ん
と
感
じ
、
ま
た
住
民
が
優
遇
さ

れ
る
よ
う
な
事
業
の
考
え
が
必
要

だ
と
思
う
。

敬
老
祝
い
金
給
付
事
業

80
歳
以
上
に
実
施

　
　
　
　

事
業
内
容
や
予
算
は
？

本
年
度
予
算
で
は
前
年
度
と
比
べ

増
額
し
て
い
る
が
理
由
は
何
か
。

　

今
後
、
人
口
動
態
を
考
え
た
財

源
の
確
保
も
含
め
考
え
問
う
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

70
歳
以
上
の
制
度
を
廃
止
し
て
、
そ

の
分
を
80
歳
以
上
に
上
乗
せ
と
い
う

形
で
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

関
す
る
祝
い
金
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。
例
え
ば
、
18
歳
ま
で
各
年
お

祝
い
金
、ま
た
幼
稚
園・保
育
園
、小・

中
学
校
卒
業
時
の
節
目
祝
い
金
、

小 

川
町 

長

小 

川
小 

川
町 

長
小 

川

小
お
川
がわ
　香

か
織
おり
 議員

Ｑ．
Ａ．観光に繋げるよう検討する

本町における観光事業の
意義・目的

YouTubeYouTube

二
十
歳
の
祝
い
金
な
ど
。
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
過
ご
し
た
こ
と
へ
の

感
謝
と
喜
び
を
町
と
し
て
祝
う
こ

と
も
大
切
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
祝
い

金
は
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
無
料

化
も
や
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
で

は
あ
る
が
、
就
学
時
の
３
万
円
の
補

助
も
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
と
い
う

の
は
、
家
庭
が
あ
っ
て
、
親
御
さ
ん

は
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か
ら
こ
そ
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

私
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
が
い

る
か
ら
働
け
る
、
そ
う
い
う
実
態
も

あ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
親
御
さ

ん
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
。

�

学
校
給
食
共
同
調
理
場

新
築
工
事
の
状
況
は
？

順
調
で
あ
る

　
　
　
　
こ
の
事
業
は
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
か
ら
滝
の
よ
う
に
流
れ
る
雨

水
の
映
像
と
、
そ
の
他
、
地
盤
沈
下

に
よ
り
、
安
心
・
安
全
な
食
事
の
提

供
が
脅
か
さ
れ
る
ゆ
ゆ
し
き
事
態

で
あ
る
為
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
説
明
が
あ
り
、
金
額
か
ら
は
本

来
考
え
に
く
い
１
年
と
い
う
急
な
事

町 

長
小 

川

業
を
議
会
承
認
し
た
。
現
在
、
施

設
の
状
態
は
い
か
が
か
、
給
食
へ
の

影
響
は
な
い
か
。

　
　
　
　
現
学
校
給
食
共
同
調
理

場
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
６
月
の
大

雨
以
来
、
順
調
に
給
食
を
提
供
で

き
て
い
る
。

　
　
　
　
学
校
給
食
と
防
災
機
能

を
併
せ
持
つ
施
設
が
全
国
で
７
施

設
紹
介
さ
れ
た
記
事
を
見
た
。
そ

の
２
市
町
村
の
担
当
課
に
伺
う
と
、

防
災
計
画
に
盛
り
込
む
等
の
必
要

性
も
時
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
本
町
の
場
合
は
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　

有
事
の
際
に
使
え
る

と
私
は
認
識
し
て
い
る
。
防
災
計
画

に
と
い
う
事
だ
が
ま
だ
完
成
し
て
お

ら
ず
、
防
災
会
議
等
々
も
開
催
し

て
い
な
い
の
で
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
説
明
で
は
、

災
害
時
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
町
民
へ
配
食
を
行
う
考
え
も
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
形

で
位
置
づ
け
る
か
等
早
急
に
話
し

合
い
慎
重
に
検
討
し
予
算
の
追
加

を
か
け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
オ
ム
ツ
事
業
、
子
育
て
の
し
や
す

い
教
育
環
境
の
一
助
等
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

教
育
長

小 

川
総
務
課
長

小 

川
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ひ
び
割
れ
を
自
動
修
正

す
る
自
己
治
癒
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　
　
　
　
ア
ル
カ
リ
性
耐
性
の
あ

る
特
殊
培
養
し
た
バ
ク
テ
リ
ア
を

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
時
に
処
方

し
、
内
部
に
入
り
込
ん
だ
バ
ク
テ

リ
ア
が
、
自
動
的
に
直
し
続
け
る

バ
イ
オ
と
素
材
技
術
を
融
合
さ
れ

た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。

　
　
　
　
本
町
で
使
用
さ
れ
て
い

る
場
所
と
、
普
通
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
比
較
し
て
、
ど
の
く
ら
い
割

高
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
岩
弘
地
区
圃
場
整
備
の

排
水
路
工
事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
売
出

し
中
の
た
め
、
従
来
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
と
同
額
程
度
で
販
売

し
て
い
る
。

　
　
　
　
耐
用
年
数
や
温
室
効
果

等
の
削
減
を
考
慮
す
る
と
、
使
用

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
耐
用
年
数
や
地
球
環
境

を
考
慮
し
、
今
後
こ
の
自
己
治
癒

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
品
に
適
合
す

る
現
場
を
発
注
す
る
際
は
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
色
々
な
問
題
が
あ
る
と

思
う
が
、
長
寿
命
化
や
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
期
待
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
を
ぜ
ひ

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

�

公
営
塾
の
目
的
は

�
自
主
学
習
習
慣
の
確
立

と
学
力
向
上

　
　
　
　

東
串
良
町
公
営
塾
は
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
塾
生
募
集
を

行
う
の
か
。

　
　
　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
か
ら
見
て
も
一
部
の

学
年
、
教
科
を
除
い
て
全
国
及
び

鹿
児
島
県
の
平
均
正
答
率
を
下

回
っ
て
お
り
、
学
力
向
上
は
、
本

町
教
育
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

児 

玉
町 

長
児 
玉

町 

長
児 

玉
町 

長
児 

玉

児 

玉
教
育
長

Ｑ．
Ａ．バクテリアで自動修復する融合型コンクリート技術である

自己治癒コンクリートとは
YouTubeYouTube

児
こ
玉
だま
　勇
ゆう
治
じ
 議員

　
本
年
５
月
か
ら
、
小
学
校
３
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
放
課
後
自
習
塾
、
公
営
塾
を
開

講
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
学
習

習
慣
の
確
立
と
、
学
力
向
上
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
受
講
料
と
指
導
者
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
児
童
が
１
年
間
使
用
す

る
教
材
費
と
し
て
３
，
０
０
０
円

程
度
を
児
童
の
保
護
者
か
ら
徴
収

し
、
学
習
意
欲
の
あ
る
児
童
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
受
講
で
き
る
よ
う
、

受
講
料
の
徴
収
は
な
い
。

　
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
２
人
を
中
心
に
行
い
、

小
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
学
習
支

援
員
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に

学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
学
３
年
生
を
対
象
と

し
た
高
校
入
試
対
策
も
う
た
っ
て

い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ど
う

対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
　
高
校
入
試
対
策
を
目
的

と
し
た
中
学
３
年
生
を
対
象
と
す

る
土
曜
学
習
会
を
、
９
月
頃
か
ら

翌
年
の
２
月
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
。
中
学
３
年
生
の
土
曜
学
習
会

の
応
募
者
が
少
な
い
場
合
は
、
中

児 

玉
教
育
長

児 

玉
教
育
長

学
１・
２
年
生
の
応
募
枠
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
。
土
曜
学
習
会
の

指
導
者
は
、
中
学
校
に
勤
務
し
て

い
る
学
習
支
援
員
に
加
え
、
数
学

や
英
語
等
に
精
通
し
た
地
域
人
材

の
発
掘
な
ど
も
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
　
　
　
本
町
は
素
直
な
子
が
多

い
の
で
、
学
力
だ
け
で
な
く
、
思

い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
の
成
長
も

願
っ
て
い
る
。

児 

玉

学力向上を望む学力向上を望む
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前
まえ
田
だ
　隆
たかし
 議員

Ｑ．
Ａ．前向きに検討する

淘
と う

汰
た

事業補助金支給時期の
改正は

　
　
　
　

淘
汰
事
業
補
助
金
の
支

給
は
、
上
半
期
、
下
半
期
と
年
２

回
に
分
け
て
振
り
込
ま
れ
て
い
る
と

聞
い
た
。
５
月
に
淘
汰
事
業
に
乗
せ

れ
ば
、
せ
め
て
２
か
月
ぐ
ら
い
後
ま

で
に
は
振
り
込
ん
で
支
給
し
て
も

ら
え
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
親
牛
の

金
額
と
、
も
ら
っ
た
10
万
を
足
し
て
、

後
継
牛
を
買
え
る
が
改
正
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　

肉
用
繁
殖
雌
牛
淘
汰
更

新
事
業
は
、
満
10
歳
以
上
の
高
齢

母
牛
を
淘
汰
し
、
新
し
く
優
良
繁

殖
雌
牛
を
導
入
し
た
場
合
に
、
１

頭
当
た
り
10
万
円
の
補
助
金
を
交

付
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

補
助
金
の
交
付
時
期
の
現
状
は
、

事
務
処
理
の
簡
素
化
の
た
め
、
年
２

回
、
原
則
９
月
と
３
月
に
交
付
し
て

い
る
。
質
問
の
年
４
回
の
交
付
に
つ

い
て
は
、
畜
産
農
家
か
ら
の
要
望
も

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
前
向

き
に
検
討
す
る
。

　
　

パ
ド
ッ
ク
牛
舎
の
補
助

　
　

�

希
望
者
の
自
己
判
断
と

改
め
る

　
　
　
　

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の

使
用
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
の
目
的
は
床
が
乾
燥
す

る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
異
常
気
象

で
、
こ
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
下

に
牛
は
１
頭
も
い
な
い
。
ぜ
ひ
こ
れ

を
経
費
削
減
の
た
め
に
も
除
去
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
材

を
パ
ド
ッ
ク
牛
舎
の
屋
根
に
設
置
す

る
と
、
敷
き
料
の
交
換
を
年
２
回
程

度
に
抑
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
年

の
記
録
的
猛
暑
に
よ
り
、
夏
場
の
牛

舎
内
の
環
境
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ず

影
響
が
あ
る
と
考
え
、
農
林
水
産

課
と
も
協
議
し
て
い
る
。

　

牛
舎
内
の
温
度
上
昇
が
家
畜
や

管
理
者
に
与
え
る
影
響
も
考
慮
し
、

令
和
７
年
度
か
ら
設
置
条
件
と
せ

ず
、
あ
く
ま
で
パ
ド
ッ
ク
牛
舎
を
希

望
を
す
る
方
の
自
己
判
断
と
改
め

る
。

前 

田
町 
長

前 

田

町 

長

　
　

�

牛
床
建
設
の
材
料
変
更
（
生

コ
ン
か
ら
ス
ラ
ブ
へ
）
は

　
　

�

情
報
収
集
に
努
め
、
検

討
す
る

　
　
　
　

牛
床
の
建
設
は
、
ス
ラ

ブ
で
対
応
で
き
な
い
か
。
10
年
、

20
年
先
に
尿
が
下
に
浸
透
す
る
の

で
は
と
指
摘
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
下

に
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
い
て
、
浸
透
し
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
、
こ
の
ス
ラ
ブ
で

十
分
じ
ゃ
な
い
か
。
環
境
に
影
響
は

な
い
と
思
う
。

　
　
　
　

生
コ
ン
の
使
用
は
、
ふ

ん
尿
の
地
下
浸
透
を
防
ぐ
効
果
を

期
待
す
る
が
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に

よ
り
、
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
が
懸
念

さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、

生
コ
ン
代
の
代
替
材
料
と
し
て
適
す

る
資
材
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。

　
ふ
ん
尿
が
地
下
浸
透
し
に
く
い
資

材
に
つ
い
て
、
県
や
近
隣
市
町
の
情

報
収
集
に
努
め
、検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
　�

共
進
会
へ
の
取
り
組

み
状
況
は

　
　

�

関
係
者
一
丸
と
な
り
、

取
り
組
み
た
い

　
　
　
　

令
和
９
年
８
月
26
日
か

ら
第
13
回
北
海
道
全
共
が
開
催
さ

れ
る
。
こ
れ
に
向
け
て
、
今
ど
ん
な

取
組
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

関
係
機
関
、
団
体
の
指

導
の
下
、
生
産
者
と
指
導
者
が
一
丸

と
な
っ
て
、
本
町
に
１
頭
で
も
多
く

出
品
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
　
　

総
合
評
価
群
は
、
既
に

繁
殖
が
始
ま
っ
て
い
る
。
令
和
６
年

の
11
月
11
日
か
ら
、
令
和
７
年
の
６

月
10
日
ま
で
の
授
精
で
な
い
と
対

象
に
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
２
歳

の
雌
は
７
年
の
３
月
13
日
、
昨
日
か

ら
も
う
繫
殖
が
始
っ
た
。
若
雌
の
14

～
17
か
月
は
令
和
７
年
６
月
11
日

か
ら
９
月
10
日
ま
で
、
こ
の
間
に
授

精
を
し
な
い
と
対
象
に
な
ら
な
い
。

　

仮
に
我
が
町
の
技
術
員
は
各
農

家
を
回
っ
て
、
対
象
牛
を
調
べ
て
繫

殖
を
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か
と
実
際

指
導
に
回
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

指
摘
さ
れ
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
再
度
確
認
を
す
る
。

農
協
・
本
町
の
技
術
専
門
職
が
い

る
の
で
、
連
携
を
図
っ
て
、
鹿
児
島

全
共
と
同
様
、
十
分
な
事
前
対
策

を
図
っ
た
上
で
、
北
海
道
全
共
に
お

い
て
も
出
品
が
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前 

田
町 

長
前 
田

町 

長
前 

田
農
林
水
産
課
長

YouTubeYouTube

ポリカーボネート材の使用廃止を望むポリカーボネート材の使用廃止を望む
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町
長
が
考
え
る
諸
問
題

の
中
で
、
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
は
な

に
か
。

　
　
　
　

困
難
を
極
め
る
と
は
思

う
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
て
い
き
た
い
。
鹿
児
島
県
本
土

で
は
一
番
小
さ
な
町
で
、
人
口
も

少
な
い
。
人
口
減
少
率
は
近
隣
市

町
に
比
べ
低
い
方
で
は
あ
る
が
、

住
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
ま
ち
、
選
べ
ら
れ
る
ま
ち
と
な

る
よ
う
、
生
産
年
齢
人
口
が
増
加

し
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
超
高
齢
化
社
会

の
到
来
に
よ
る
交
通
弱
者
対
策
と

し
て
、
公
共
交
通
の
仕
組
み
づ
く

り
が
近
々
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　

そ
れ
ら
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
障
が
い
と
な
る
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

柏
原
に
お
い
て
は
買
い

物
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
に
こ
に

こ
館
で
要
望
が
あ
っ
た
品
物
に
対

し
て
お
届
け
を
し
て
い
る
。
そ
れ

を
大
分
拡
充
す
る
。

　
　

�

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

数
は

　
　

�

計
６
件

　
　
　
　

現
在
、
本
町
の
空
き
家

バ
ン
ク
の
登
録
数
は
何
件
か
。

　
　
　
　

売
買
希
望
の
物
件
が
３

件
、
賃
貸
希
望
の
物
件
が
３
件
で

あ
る
。

　
　
　
　

空
き
家
バ
ン
ク
を
借
り

た
い
な
ど
物
件
に
つ
い
て
の
問
合

せ
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

賃
貸
希
望
の
物
件
３

件
は
、
全
て
交
渉
中
で
あ
る
。

　
　
　
　

見
る
に
無
残
な
形
で
放

置
さ
れ
て
い
る
家
屋
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
途
半
端
な
壊
れ
方
を

し
た
家
に
対
し
て
も
解
体
費
用
の

補
助
対
象
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

使
用
者
か
ら
申
請
が

あ
っ
た
ら
、
担
当
課
で
現
地
を
確

認
し
、
危
険
空
き
家
の
解
体
補
助

金
要
項
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
判
断

を
す
る
。
一
定
の
点
数
以
上
と

な
っ
た
場
合
は
、
対
象
と
な
る
。

上 

園
町 

長
上 

園
町 

長

上 

園
町 

長
上 

園
企
画
課
長

上 

園
企
画
課
長

※　
補
助
金
額
は
、
解
体
費
用

（
税
抜
）
の
３
分
の
１
で
最
大

30
万
円
ま
で
（
同
一
敷
地
内

に
対
し
１
回
限
り
）
予
算
が

尽
き
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

木
造
の
場
合
は
、
坪
当

た
り
４
万
か
ら
６
万
、
そ
し
て
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
は
５
万

か
ら
８
万
円
。
30
万
円
で
は
足
り

な
い
と
い
う
の
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

こ
の
危
険
空
き
家
の

解
体
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
当
然

町
内
の
業
者
の
方
が
解
体
を
し
て

く
れ
た
場
合
に
該
当
に
な
る
。
資

格
も
取
得
し
て
い
る
業
者
の
方
に

お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
　

安
心
・
安
全
な
場
所
の

提
供
と
い
う
の
も
、
や
っ
ぱ
り
町

と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。

上 

園
企
画
課
長

上 

園

Ｑ．
Ａ．人口減少に歯止めをかけたい

早急に解決すべき諸問題
とは

YouTubeYouTube

上
うえ
園
ぞの
　ミキ 議員

安心・安全な場所の提供を安心・安全な場所の提供を
（空き家バンク登録済）（空き家バンク登録済）

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター

是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置

【東串良町HP】
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昨
年
の
12
月
、
訪
問
介

護
施
設
の
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ

ら
れ
て
、
介
護
事
業
者
の
倒
産
が

全
国
で
続
い
て
い
る
。
訪
問
介
護

事
業
所
ゼ
ロ
の
自
治
体
が
全
国
で

１
０
７
町
村
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
暮
ら
す
高
齢
者
は
14
万
人
。

事
業
所
が
あ
と
も
う
一
つ
し
か
な

い
、
そ
う
い
う
自
治
体
、
市
町
村

が
２
７
２
町
村
あ
る
。
特
に
中
山

間
地
の
事
業
所
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
国
会
で
も

語
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
町
の
こ
の
訪
問
介

護
の
施
設
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
　
　
２
０
２
４
年
度
の
介
護

報
酬
改
定
に
よ
り
訪
問
介
護
の
基

本
報
酬
が
約
２
％
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
的
に
訪
問

介
護
事
業
者
の
倒
産
や
休
廃
業
が

増
加
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
議
員
お
尋
ね
の
本
町
の
訪
問
介

護
事
業
者
の
状
況
で
す
が
、
令
和

７
年
３
月
１
日
現
在
で
３
つ
の
訪

問
介
護
事
業
所
が
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度
の

介
護
報
酬
改
定
か
ら
現
在
ま
で
の

間
に
倒
産
な
ど
の
訪
問
介
護
事
業

所
は
な
い
。
し
か
し
、
２
０
２
４

年
に
は
国
内
の
介
護
事
業
者
の
倒

産
が
過
去
最
多
の
１
７
２
件
に
達

し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
全
国

的
な
ヘ
ル
パ
ー
人
材
不
足
や
物
価

高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
訪
問

介
護
事
業
者
の
経
営
が
悪
化
す
る

場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
。

　
　
　
　
国
会
で
の
国
の
答
弁
と

同
じ
よ
う
な
状
況
が
町
長
か
ら
語

ら
れ
た
。
や
は
り
ヘ
ル
パ
ー
不
足
、

そ
れ
か
ら
報
酬
を
ふ
さ
わ
し
く
引

上
げ
さ
せ
る
と
い
う
方
向
で
、
ぜ

ひ
今
後
と
も
町
と
し
て
も
取
り
組

ま
れ
た
い
。

宮 

地
町 

長

宮 

地

全国的に訪問介護事業者の倒産増全国的に訪問介護事業者の倒産増

Ｑ．
Ａ．３つの訪問介護事業所がサービス提供中

本町の訪問介護の施設状況は
YouTubeYouTube

宮
みや
地
じ
　利
とし
雄
お
 議員

　
　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
有
率

は

　
　

�

交
付
枚
数
率
95
・
３
％

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
有
率
、

そ
れ
か
ら
保
険
証
の
デ
ー
タ
を
こ

れ
に
登
録
す
る
と
い
う
状
況
な
ど

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
に
よ

り
交
付
さ
れ
る
。
最
新
の
交
付
状

況
は
１
月
１
日
現
在
で
人
口

６
４
５
３
名
、
交
付
枚
数
６
１
５

３
名
、
交
付
枚
数
率
は
95
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
町

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利

用
し
、
申
請
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
保
険
証
と
し
て
の
登
録
、
ひ
も

づ
け
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
法
が

あ
る
。

１�

、
医
療
機
関
で
の
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
行
う

２�

、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る

３�

、
役
場
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ

く
　
お
尋
ね
の
保
険
証
と
し
て
の
登

録
状
況
に
つ
い
て
は
、
個
人
個
人

宮 

地
町 

長

の
カ
ー
ド
な
の
で
、
登
録
状
況
は

分
か
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
保
有
、

あ
る
い
は
保
険
証
の
登
録
を
す
る

か
ど
う
か
は
、
強
制
で
は
な
い
、

全
て
任
意
だ
と
い
う
点
を
確
認
し

た
い
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
そ
の
と
お
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
つ
く
る
も
、
つ

く
ら
な
い
も
任
意
で
あ
る
。

宮 

地
住
民
課
長

マイナンバーカードマイナンバーカード
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

対
策
に
つ
い
て
、
本
町
に
仮
に
津

波
が
来
る
と
な
っ
た
場
合
、
最
高

ど
れ
く
ら
い
の
高
さ
の
津
波
が
来

る
の
か
。
さ
ら
に
、
範
囲
が
町
内

の
ど
の
地
域
ま
で
及
ぶ
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

本
町
に
最
も
影
響
を
与

え
る
ケ
ー
ス
で
は
、
町
内
最
大
震

度
５
強
の
揺
れ
と
最
大
津
波
の
高

さ
７
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
発
生
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
町
の
津
波
浸
水
想
定

地
域
の
範
囲
は
、
新
川
西
地
区
の

水
田
地
域
も
浸
水
の
恐
れ
が
あ
り
、

柏
原
地
区
の
標
高
が
低
い
地
域
に

つ
い
て
は
、
５
メ
ー
ト
ル
未
満
の

津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
想
定
で

あ
る
。
本
津
波
浸
水
想
定
地
域
に

つ
い
て
は
、
県
の
公
表
資
料
を
参

考
に
作
成
し
て
い
る
。

　
　
　
　

津
波
浸
水
想
定
地
域
に

お
け
る
最
も
効
果
的
な
避
難
方
法

と
、
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
命
を

守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
避
難
方

法
が
効
果
的
な
の
か
。
ま
た
最
終

的
な
避
難
場
所
と
し
て
は
ど
こ
を

目
指
す
べ
き
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

21
カ
所
避
難
場
所
を
設

け
て
い
る
。
津
波
に
伴
う
避
難
場

所
は
20
カ
所
で
あ
る
。

　
指
定
避
難
所
６
カ
所
へ
直
接
避

難
す
る
こ
と
も
最
も
有
効
だ
が
、

地
震
や
津
波
が
収
ま
っ
た
段
階
で
、

指
定
避
難
所
へ
避
難
し
て
ほ
し
い
。

ま
ず
は
近
く
の
高
台
や
一
時
避
難

所
へ
避
難
し
て
ほ
し
い
。
家
庭
や

職
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
行
動

か
ら
の
避
難
経
路
の
確
認
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

津
波
・
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
集
落
等
の
避
難
訓
練
状
況
や

町
の
関
わ
り
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

本
町
で
は
、
年
に
１
回

の
町
主
催
の
津
波
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
豊
栄
地

区
を
主
体
的
に
11
月
２
日
に
実
施

し
た
。
本
町
か
ら
能
登
半
島
へ
災

害
派
遣
に
行
っ
た
職
員
の
貴
重
な

上 

池
町 

長
上 

池
町 

長

上 

池
町 

長

体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で
ほ

し
い
と
考
え
、
来
年
度
は
11
月
の

土
曜
授
業
日
に
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
後
の
講
話
等
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　
　

�

人
口
減
少
率
は

　
　

�

大
隅
管
内
で
２
番
目
に

低
い

　
　
　
　

近
年
に
お
け
る
本
町
の

人
口
減
少
率
と
近
隣
市
町
の
人
口

減
少
率
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

本
町
の
平
成
27
年
度
の

人
口
は
６
５
３
０
人
、
令
和
２
年

度
の
人
口
は
６
２
３
７
人
で
、
本

町
の
減
少
率
は
４・５
％
で
あ
る
。

大
隅
管
内
に
お
い
て
東
串
良
町
の

減
少
率
は
、
鹿
屋
市
に
次
い
で
２

番
目
に
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　

町
長
は
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
人
口
減
少
対
策
の
中
で
、

最
も
効
果
的
で
あ
っ
た
と
思
う
も

の
は
何
か
。
ま
た
、
本
町
の
将
来

に
向
け
て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

平
成
28
年
度
か
ら
開
始

し
た
第
５
次
定
住
促
進
住
宅
用
地

貸
付
事
業
時
に
対
象
者
を
町
外
居

住
者
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、

上 

池
町 

長
上 

池
町 

長

Ｑ．
Ａ．町内最大震度５強、最大津波の高さ７ｍ

南海トラフ巨大地震の最
大規模は

YouTubeYouTube

上上
かみかみ
池池
いけいけ
    勝勝
かつかつ
彦彦
ひこひこ
 議員 議員

１
０
５
万
円
を
上
限
と
し
た
移
住

促
進
事
業
補
助
金
の
創
設
や
固
定

資
産
税
の
減
免
に
よ
り
、
民
間
資

金
を
活
用
し
た
民
間
資
金
活
用
住

宅
集
合
住
宅
建
設
を
促
進
し
た
こ

と
に
よ
り
、
５
か
所
の
集
合
住
宅

が
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
特
に
効
果

的
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
効
率
的

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
、

時
代
の
人
気
の
根
底
に
あ
る
。
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
見
直
し
が

必
要
な
場
合
、
魅
力
あ
る
内
容
へ

の
変
更
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
。

　
　
　
　

今
後
も
東
串
良
町
民
の

た
め
に
、
東
串
良
町
の
明
る
い
未

来
の
た
め
に
も
、
様
々
な
政
策
を

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
。 上 

池

指定避難所のひとつ指定避難所のひとつ
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Ｑ．
Ａ．民意に沿っている

複合施設は民意に従うべきでは
ないか

　
　
　
　

複
合
施
設
建
設
も
民
意

に
従
っ
て
や
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。
ど
う
考
え
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

民
意
に
沿
っ
た
考
え
方

で
あ
る
。

　
　
　
　

そ
う
で
な
い
と
思
う
か

ら
い
つ
も
言
っ
て
い
る
。
常
識
論

と
し
て
、
住
民
投
票
を
先
に
や
っ

て
つ
く
る
か
つ
く
ら
な
い
か
を
決

め
て
か
ら
や
る
の
に
東
串
良
は

や
っ
て
い
な
い
。
川
東
の
あ
る
方

が
う
ち
に
来
ら
れ
「
ま
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か

と
。
今
み
ん
な
が
知
り
始
め
て
、

複
合
施
設
賛
成
と
い
う
人
は
私
の

周
り
で
１
人
も
い
ま
せ
ん
よ
。
み

ん
な
反
対
で
す
よ
」
っ
て
。
こ
れ

に
対
し
て
言
わ
せ
て
も
ら
っ
た
の

は
、「
こ
れ
か
ら
住
民
投
票
、
こ

れ
を
先
に
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か

提
言
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
。

住
民
投
票
を
や
る
こ
と
に
な
っ
て

町
民
の
皆
さ
ん
が
（
複
合
施
設
建

設
に
）
ノ
ー
、
反
対
の
場
合
に
は

ど
う
す
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

複
合
施
設
建
設
の
賛
否

を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　
　

複
合
施
設
建
設
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
決
め
る
方
法
は
２

つ
あ
る
。
一
つ
は
、
議
会
に
提
示

し
て
賛
成
し
て
し
ま
え
ば
そ
の
ま

ま
通
っ
て
し
ま
う
。
も
う
一
つ
の

決
め
方
、
一
番
上
位
に
あ
る
決
め

方
、
そ
れ
が
住
民
投
票
で
あ
る
。

こ
の
民
意
を
無
視
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
住
民
の
民
意
の
下
で

複
合
施
設
建
設
を
考
え
る
。
そ
れ

で
い
い
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

議
員
の
言
う
通
り
、
民

意
が
反
映
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
に
従

う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
民
間
委
託

に
つ
い
て
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

※　
内
容
に
つ
い
て
は
会
議
録
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長

YouTubeYouTube

瀨
せ
戸
と
山
やま
  譲
じょう
一
いち
 議員
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・�左記は陳情書の様式例になります。
・�請願書については、紹介議員の署名又は記名押印が必要です。ま
た、件名「○○○○○についての陳情書」の陳情書の部分を請願
書として作成してください。
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　令和７年５月１日に第１回臨時会を開き、委員の選任を行いました。これは、常任委員会の任期が２
年となっているためです。新しい委員の任期期間は、令和 7 年 5 月 1 日から令和９年 4 月 30 日までです。

◆
各
常
任
委
員
会
の
所
管
◆

総
務
民
生
常
任
委
員
会
…
総
務

課
・
企
画
課
・
税
務
課
・
会
計
室
・

選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

住
民
課
・
福
祉
課
の
所
管
に
属

す
る
事
項
及
び
他
の
常
任
委
員

会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

教
育
産
業
常
任
委
員
会
…
教
育

委
員
会
・
農
林
水
産
課
・
建
設

課
及
び
農
地
課
・
農
業
委
員
会

の
所
管
に
属
す
る
事
項

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
上
池　
勝
彦

　
副
委
員
長　
　
児
玉　
勇
治

　
委　
　
員　
　
西
園　
貞
美

　
　
　
　
　
　
　
上
園　
ミ
キ

▼
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長　
　
児
玉　
勇
治

　
副
委
員
長　
　
上
園　
ミ
キ

　
委　
　
員　
　
上
池　
勝
彦

　
　
　
　
　
　
　
前
田　
　
隆

▼
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
小
川　
香
織

　
　
　
　
　
　
　
上
園　
ミ
キ

　
　
　
　
　
　
　

▼
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
西
園　
貞
美

　
　
　
　
　
　
　
宮
地　
利
雄

そ
の
他
の
構
成

委員長
上園　ミキ

（上山野）

委　員
宮地　利雄
（新川西上一）

委　員
田之畑　稔

（寺　町）

委　員
児玉　勇治

（新町下）

委　員
牧原　完治

（溜水中）

委　員
小川　香織

（池之原）

委　員
瀨戸山 譲一

（唐　仁）

副委員長
上池　勝彦

（池之原）

副委員長
西園　貞美

（上山野）

委員会の新しい構成員が
決まりました

総務民生常任委員会

教育産業常任委員会

委員長
前田　隆
（岩弘中）
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少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
ま
す
。
４
月
に
入
り
、
人

事
異
動
や
入
退
職
、
委
員
会
編
成
等

「
変
わ
る
」
を
感
じ
る
こ
の
季
節
で

す
が
、
国
政
、
県
政
に
も
目
を
向
け

な
が
ら
町
の
変
革
に
注
視
し
て
い
ま

す
。

　
３
月
は「
町
長
の
施
政
方
針
」「
令

和
７
年
度
予
算
案
」
が
示
さ
れ
、
一

般
質
問
に
も
そ
れ
ら
に
関
す
る
質
問

事
項
を
多
く
見
受
け
ま
す
。
町
議
会

と
町
長
の
関
係
は
「
車
の
車
輪
」
に

例
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
議
会
が
的
確

な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
こ
と
に

よ
っ
て
適
正
な
町
政
運
営
が
図
ら
れ

ま
す
。

　
首
長
の
か
じ
取
り
に
選
ば
れ
た
議

員
は
町
民
の
代
表
と
し
て
見
守
る
わ

け
で
、
今
回
も
様
々
な
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
首
長
や
議
会
の
質
は
町
民

一
人
ひ
と
り
が
創
り
あ
げ
た
も
の
で

あ
り
、
町
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
若
い
人
た
ち
の
政
治
意
識
の

高
ま
り
も
見
ら
れ
る
中
、
時
代
の
変

化
に
敏
感
で
鋭
い
感
性
を
持
つ
皆
様

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
員

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
活
動

し
ま
す
。
報
酬
は
、
大
切
な
一
般
財

源
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
、
議
員
は

そ
の
分
の
働
き
が
求
め
ら
れ
る
わ
け

で
す
が
、
議
会
は
賛
成
多
数
で
決
ま

る
の
で
、
議
会
に
偏
り
が
あ
れ
ば
決

ま
り
事
に
も
偏
り
が
反
映
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
議
会
は
ど

う
で
し
ょ
う
？
例
え
ば
、
少
数
意
見

で
否
決
さ
れ
た
意
見
が
本
当
に
否
決

さ
れ
て
良
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
予

算
は
皆
さ
ま
が
真
に
必
要
と
す
る
も

の
に
使
わ
れ
る
の
か
等
、
議
会
だ
よ

り
を
通
じ
、
町
政
に
益
々
の
関
心
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
町

の
基
本
理
念
や
将
来
像
を
話
し
合
う

良
い
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
町
の
予
算
や
事
業
は
皆

様
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
議
員
の
活
動
に
も
注
視
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
多
様
な
問
題
へ
の
鍵
と

な
り
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
つ

つ
、
広
報
紙
の
編
集
に
携
わ
る
こ
の

頃
で
す
。

前
期
　
広
報
広
聴
副
委
員
長
を

終
え
る

文
　
小
川
　
香
織

　
私
は
今
、
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
執
行
部
と
議
員
の
や
り
と

り
は
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
、
そ
れ

を
元
に
文
字
起
こ
し
（
動
画
か
ら

紙
面
に
文
章
化
す
る
こ
と
）
を
し

て
ま
と
め
た
も
の
を
議
事
録
と
い

い
永
久
保
存
さ
れ
る
大
切
な
記
録

で
す
。

　
こ
の
議
事
録
が
、
ど
の
よ
う
に

編
集
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
保
存
・

保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
、
全
く
把

握
し
て
い
な
い
の
で
す
。
後
年
、

こ
の
議
事
録
を
振
り
返
り
、
当
時

の
議
論
を
チ
ェ
ッ
ク
、
確
認
す
る

な
ど
議
員
の
責
務
を
果
た
す
非
常

に
大
事
な
案
件
で
も
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
新
年
度
に
な
り
ま
す
。

議
会
改
革
の
気
運
を
背
負
っ
て
、

こ
れ
か
ら
諸
問
題
を
克
服
・
解
決

し
、
調
整
に
貢
献
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

文
　
瀨
戸
山
　
譲
一

旧 

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
よ
り
あ
い
さ
つ

～
２
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
～

委
員
長　
　

瀨
戸
山　
譲　
一

　
町
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
誌
面
づ
く
り
が
モ
ッ
ト
ー
か

と
思
い
ま
す
。

　
至
ら
な
か
っ
た
点
を
次
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
託
し
ま

す
。

副
委
員
長　
　

小　
川　
香　
織

　
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
に
努
め
た
６
年
で
し
た
。
新

し
い
委
員
に
引
き
継
ぎ
、
よ
り
多
様
な
視
点
で
の
誌
面
づ
く

り
に
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。委

員　
　

上　
池　
勝　
彦

　　
広
報
委
員
に
任
命
さ
れ
、
委
員
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
て
務

め
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。委

員　
　

児　
玉　
勇　
治

　　

２
年
間
を
振
り
返
り
、
ま
だ
ま
だ
や
り
残
し
た
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

※
新
委
員
会
構
成
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
・
17
に
あ
り
ま
す
。

会
議
録
の

     

重
要
性
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議会だよりクイズ　第31弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま

でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、

議会へのご要望など
　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、３人の方に図書

カードをお送りします。
●�しめきりは、令和７年６月10日（火）です。（当

日消印有効）
●�あて先
　�〒893-1693　東串良町川西1543 

東串良町議会事務局
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で

掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第30弾の答え
問題　�住民の皆さんの生活の安全を守るための防

火・防災に消防団員の皆さんが活躍していま
す。私たちの町には、地域を守る消防の分
団はいくつあるでしょうか。

答え　②　４分団
応募総数５通、正解者４人、当選者３人に図書カードを
進呈しました。（池之原・13歳・女性）、（池之原・10歳・男
性）、（池之原・31歳・女性）

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

例えば
　１．この町に住んで感じること
　２．議会を傍聴して（感想等）
　３．将来の夢
　４．東串良町の未来図（図画）
　５．自慢のワンショット写真　
　６．イラスト（自作に限る）・・・・・・・・・・・など
【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム
【応 募 先】〒893-1693 東串良町川西1543番地  東串良町議会事務局
　　　　　 メールアドレス：gikai ＠ higashikushira.com
【しめきり】令和７年７月10日必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

●�議会だより「東くしら」
に採用された方には、
図書カードをお送りし
ます。

●�応募作品は、第166号
（８月発行）で掲載する
予定です。

投　稿
まって
まーす！

議会だよりに投稿しませんか
１～３の文字数については、
500字以内でお願いします。
なお、添削する場合があります。

柏原海岸沖にある出島に志布
志石油備蓄基地があります。
原油を備蓄するタンクの数は
何基あるでしょうか。

① 33基　② 43基
③ 53基

19 東くしら町議会だより



本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。　お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３−３１３２ 20
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輪
和
話
の
ひ
ろ
ば

わ

わ

わ

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き�

女
性
部
東
串
良
支
部

　
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も

つ
き
女
性
部
東
串
良
支
部
の
活

動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
女
性
部
は
、
20
年
前
に
発
足

し
、
現
在
は
60
名
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
地
域
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
仲
間
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
始
ま
っ
た
活
動
で
す

が
、
現
在
で
は
多
岐
に
わ
た
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
の
「
ひ
ろ
が
り
」
や

「
つ
な
が
り
」
を
伝
え
る
目
的
で

企
画
し
ま
し
た
。
名
付
け
て
『
輪

和
話
の
ひ
ろ
ば
』
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
、
も
っ
と
議
会
だ
よ
り
を

身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば

取
材
に
伺
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
活
動
の
一
部
で
は
、
味
噌
や

ご
き
ぶ
り
団
子
を
手
作
り
す
る

な
ど
伝
統
的
な
知
恵
を
生
か
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
の
集
い
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
同
士
が
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献

し
て
い
る
の
が
大
き
な
魅
力
で

す
。

　

中
園
朱
美
支
部
長
は
、「
仲

間
と
共
に
楽
し
く
活
動
し
、
今

あ
る
仲
間
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

～
ひ
と
こ
と
～

　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性

部
発
展
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。取

材
者
　
西
園
貞
美

　

２
月
19
日
、
埼
玉
県
小
川
町
を

訪
れ
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
コ
ン

テ
ス
ト
で
数
々
入
賞
す
る
議
会
だ

よ
り
先
進
地
が
ど
の
よ
う
な
議
会

だ
よ
り
作
り
を
し
て
い
る
か
調
査

す
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
小
川
町
議
会
は
、
町
の
皆

さ
ん
と
、
行
政
・
議
会
の
つ
な
が

り
を
“
議
会
だ
よ
り
”
を
中
心
に

執
り
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

で
す
か
ら
議
会
だ
よ
り
作
り
に
は

編
集
後
記

半
端
な
い
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
一
の
モ
ッ
ト
ー
は
議
員

が
“
取
材
”
と
い
う
形
で
積
極
的

に
町
の
皆
さ
ん
と
交
わ
り
、
友
達

に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
同
で
つ
く
る
議
会

だ
よ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
事
な
こ
の
こ
と
を
私
た
ち
も
検

討
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

の
他
、
色
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
の

で
有
効
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

瀨
戸
山　
譲
一

表紙の案内

　今号の表紙は、新たに着任した地域おこし協力隊の姿を
お届けします。５名はそれぞれ「公営塾運営業務」、「観光
等に関する業務及び就業体験サポーター」、「鳥獣対策推進
業務」を担当しています。
　表紙写真の撮影当日は、春の風が気持ちいい町内のルー
ピン畑にて、和やかな雰囲気のなか行われました。太田隊
員は、「この町を盛り上げていきたいです。」と意気込みを
話してくれました。隊員の個性を生かし、この町でのさま
ざまな活躍を願っています。

集いに積極的に参加する女性部のみなさん集いに積極的に参加する女性部のみなさん


